
中央ふれあい
センター
中央ふれあい
センター

トヨタレンタ
リース名古屋

二之丸
天守台石垣

二之丸丑寅櫓土塀

シャオ内
緑の
ポスト

歴代西尾城主、
一般町人の信仰厚い
神社で森閑とした
境内が往時を
しのばせる。

肴町の大名行列は、
正徳年間（1711～1724）に
始められ、時の西尾城主
土井利意の粋な計らいで、
侍と同じ格好、城内への
練り込みがゆるされ、

町人たちは大いに喜んだと
伝えられている。

明治の寺院統制に
反対し、「大浜騒動」の
首謀者として処刑された
真宗僧 石川台嶺の碑

緑の
ポスト

スイーツ
和菓子

名鉄東部交通
バス　バス停

くるりんバス
 バス停

お抹茶
提供あり（有料）
レンタサイクル

古書の博物館
明治41年、
市内の実業家

岩瀬弥助によって創設。
貴重な古典籍8万冊余

を所蔵する
「古書のミュージアム」
赤煉瓦の書庫は
国の登録文化財

名鉄東部
交通バス

西尾中央交番

交番

いこいの店六万石

（約2時間30分）

（約3時間）

一歩裏手に足を踏み
入れると城下町当時の路地が
残る。 順海町の名は唯法寺の僧、  

占部順海から付けら
れたものである。 

まーちゃの
モニュメントが
お出迎え。

みんなで写真を
撮ろう！

崑崙人が伝えた
とされる棉の種が
入った壷のレプリカ
が展示されている

四九 （よくばり）
  朝市、 毎月4と9の
 つく日に開かれ
 多くの人で
にぎわう。

西尾城東之丸跡に
 昭和初期に茶室、   
  東屋、 日本庭園が  
  作られ、 人々 の集会の  
場として使われた。  

台嶺碑の隣
には明治33年
に織布工場の
火事により焼死
した若い女工
31名の碑も
ある。 

城下町のシンボル
西尾城本丸丑寅櫓や
鍮石門がある。 西尾城

AR体験

西尾藩主
大給松平乗全公と
その妻の墓が残る。 

大日堂天井画の
  “水吐き竜”は
火災を防いだと
いう伝説が。 

魚屋などの
商家が並び、 

城下町の消費生活
を支えた。今も
棟の高い格子窓を
もつ昭和初期の
建物が残る。  

平安時代に建てられた
古い歴史を持つ神社。 
西尾の侍や町人から
親しまれてきた神社

三菱
UFJ銀行
三菱
UFJ銀行

西尾市
岩瀬文庫
西尾市
岩瀬文庫
西尾市
岩瀬文庫

花ノ木神社花ノ木神社

スターボウルスターボウル

西尾市
観光協会
マスコット
キャラクター

〝まーちゃ〞

名鉄東部
バス停

フランス厨房 ノエル

きく寿司

あかりい菜 菓匠富貴

旬彩石川

平井うなぎ店

若駒

大漁亭

炭火いろり
炎楽

おきなやおきなや

とんかつ錦

高知屋

uchi cafe

抹茶ラボ
西尾伝想茶屋店
抹茶ラボ
西尾伝想茶屋店

レストラン さかえ

上町

CAFE
SaLADeLi
西尾抹茶楽園

松鶴園 本店

中央ふれあいセンター
喫茶室

中央ふれあいセンター
喫茶室

みそぱーくみそぱーく

カフェ竹庵カフェ竹庵カテキン堂カテキン堂

パティスリー
ツタヤ

パティスリー
ツタヤ

城下町マーケット
（毎月第4日曜日）

お菓子の店
オカヤス

穂積堂

ジャックスジャックス伝想庵

穂積堂松鶴園

喫茶・レストラン喫茶・レストラン

喫茶・
レストラン

cafe&pub
アリス

cafe&pub
アリス

HOTCH
POTCH
HOTCH
POTCH

喫茶

和食

お好み焼き

和食

寿司

西尾観光案内所西尾観光案内所
西尾コンベンションホール西尾コンベンションホール

ホテル
アクセスイン西尾
ホテル
アクセスイン西尾 おいデッキおいデッキ

カフェ

山味

和食

洋食

お惣菜

居酒屋

ヴェルサ
ウォーク内
南山園

小京都の湯

西尾病院

コンビニエンスストア

コンビニエンス
ストア第2ビジネスホテル

タケソウ

第1ビジネスホテル
タケソウ

花ノ木郵便局
恵保育園

和食



　日本の古い書物文化に触れ、楽しみ、学ぶこ

とのできる“古書ミュージアム”。8 万冊を超

える蔵書は重要文化財を含む貴重なもの。明治

41年、岩瀬弥助により創立。平成 15 年に古書

の博物館としてリニューアル、平成 19 年 12

月に登録

博物館と

なった。

　

西
尾
市
は
戦
国
時
代
以
降
に
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
西
三
河
南
部
の
中

心
的
な
市
で
あ
り
、
明
和
元
年
（
１
７
６
４
年
）
に
大
給
松
平
氏
が
入
城

し
、
六
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
。
市
内
に
は
、
京
都
所
司
代
を

勤
め
た
板
倉
勝
重
・
重
宗
・
重
矩
な
ど
、
大
名
板
倉
家
の
菩
提
寺
と
し
て

名
高
い
長
圓
寺
が
あ
る
。
所
蔵
品
の
狩
野
派
や
松
花
堂
昭
乗
の
絵
画
、
小

堀
遠
州
・
石
川
丈
山
・
本
阿
弥
光
悦
の
書
な
ど
京
文
化
と
の
関
わ
り
あ
る

も
の
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
万
灯
山
で
８
月
に
行
わ
れ
る
「
か
ぎ
万

燈
」
は
、
京
都
の
大
文
字
焼
と
同
様
に
旧
盆
の
行
事
で
、
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
。

　

名
産
で
あ
る
西
尾
の
抹
茶
は
、
禅
宗
の
実
相
寺
の
僧
が
茶
を
飲
む
習
慣

を
も
た
ら
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
市
内
に
は
抹
茶
を
た
し
な
む
市
民
が

非
常
に
多
い
。
市
内
に
流
れ
る
み
ど
り
川
は
、
両
岸
に
桜
が
植
え
ら
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
架
か
る
橋
は
二
條
橋
、
三
條
橋
、
四

條
橋
な
ど
趣
の
あ
る
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
７
年
度
、
西
尾
の
文
化
と
歴
史
の
再
発
見
を
目
指
し
、
全
国
京
都

会
議
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
、
以
来「
三
河
の
小
京
都
・
西
尾
」を
名
の
る
。

◆
西
尾
の
抹
茶

　

名
産
で
あ
る
西
尾
の
抹
茶
は
、
禅
宗
の
実

相
寺
の
僧
が
文
永
８
年
（
１
２
７
１
年
）
頃

に
も
た
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
産
業
と
し

て
の
茶
栽
培
は
、
明
治
期
に
足あ

立
だ
ち

順
じ
ゅ
ん

道
ど
う

が
宇

治
よ
り
茶
種
を
導
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

西
尾
の
抹
茶
は
矢
作
川
よ
り
運
ば
れ
た
土

壌
と
川
霧
の
恩
恵
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
深
い
緑
、
上
品
な
香
り
、
ま
ろ
や
か
な

味
が
特
色
で
あ
る
。
抹
茶
の
原
料
と
な
る
て

ん
茶
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

◆
長
圓
寺

　

大
名
板
倉
家
の
菩
提
寺
。
寛
永
７
年

（
１
６
３
０
年
）
、
板
倉
重
宗
が
父
勝
重
の

７
回
忌
に
伽
藍
を
整
備
し
た
。
初
代
京
都
所

司
代
を
務
め
た
板
倉
勝
重
を
祠
る
肖
影
堂
を

中
心
に
各
家
当
主
の
墓
石
群
が
並
立
し
、
京

文
化
と
の
関
わ
り
の
あ
る
所
蔵
品
が
多
く
伝

わ
っ
て
い
る
。

◆
京
文
化
と
の
か
か
わ
り

◆
八
ツ
面
山
の
雲き
ら
ら母

　

古
く
か
ら
雲
き
ら
ら母
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
和
銅
６
年
（
７
１
２

年
）
頃
に
は
調
（
税
金
）
と
し
て

朝
廷
に
献
上
し
て
い
た
。
江
戸
時

代
に
盛
ん
に
採
掘
さ
れ
、
明
治
期

に
廃
坑
と
な
っ
た
。
当
時
の
採
掘

跡
は
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
た
が
、

わ
ず
か
に
北
斜
面
に
見
ら
れ
る
。

◆
貝
吹
の
か
ぎ
万
燈

　

お
盆
の
行
事
で
、
万
灯
山
の
西
面
に
ス
ズ
ミ
を

１
０
８
個
か
ぎ
状
に
連
ね
、
８
月
14
日
夜
一
斉
に

点
火
す
る
。

　

昔
こ
の
山
を
は
さ
ん
で
浅
井
千
坊
と
須
美
千
坊

の
僧
兵
が
戦
い
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
た
め
、

こ
の
人
々
を
埋
め
て
千
人
塚
を
作
り
、
か
ぎ
万
燈

を
焚
い
て
そ
の
霊
を
弔
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
る
。
遠
く
知
多
沿
岸
、
西
三
河
一
帯
よ
り

見
え
、
夕
涼
み
か
た
が
た
見
物
す
る
人
が
多
く
、

火
つ
き
の
善
し
悪
し
を
見
て
豊
作
を
占
う
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　応永5年（1398

年）、城内の御剣

八幡宮の近くにあった八幡六坊のうち釈迦

堂と大日堂を移し、吉良山満全寺とし、異

国僧劫外乗空禅師が復興した。当時吉良荘

の領主であった吉良氏も深く帰依していた

という。

　天正9年（1581年）、酒
さか

井
い

重
しげ

忠
ただ

の城主時

代、徳川家康が村巡見の途中にこの寺に泊

まった折に、家康から一字をもらい、西尾山康全寺と

改めたという。同13年、西尾城拡張の際に現在地に

移し、鎮城の禅寺としたと伝えられる。

　上町森下にあったのを寛延元年（1748

年）、西尾城主三
み

浦
うら

義
よし

理
さと

が現在地に仮堂を

建てて秋葉坊と称した。勝山寺本堂の横に

ある抱き大師は持ち上げた時の軽重によっ

て吉凶を判断し、軽く上がれば願いがかな

うという。節分には多くの男女が参詣し、

護摩のたかれる中で、本堂内外に向けて豆

まきをし、厄落としをする風景はこの地の

風物詩となっている。

　西尾城五か所門の一つ。伊文神社の大鳥

居の東にある交差点付近が門の内側であ

る。岡崎方面への出入口で、伊文福祉会館

前付近に位置する門は高麗門であった。東

の方は一段低くなり、城下との境界がわかる。

　永禄8年（1565年）、富永忠安の創立で鵜

ケ池村にあった。寛永2年（1625年）、西尾

城主本多俊次の乳母の信仰厚く、参詣の便をは

かって伊文天王下に移した。のち万治2年

（1659年）、西尾城主増山正利はこの寺を菩

提寺と定め、境内の狭いこともあって現在地に

移した。広

い境内には

西尾藩士の

墓も多い。

　昭和初期に米穀商の大黒屋岩崎明三郎氏

によって作られた日本庭園と建物。

　東之丸丑寅櫓跡など、史跡の一部を利用

した庭園設計がされている。西尾城への思

いから尚古荘と

命名された。

　金物商鍋屋八代目辻
つじ

利
り

八
はち

の別邸として建てられ

た茶室や東
あずまや

屋もある。

 （平成8年修復）

　西尾の表門ともいわれ、楼門の堂々たる

ものであった。西尾城五か所門の一つで、

追払門とも呼ばれた。現在も城下町時代そ

のままに、三度直角に曲がる道路が残って

いる。

　西尾城下の鬼門の方向にあたり、天王門の脇を固める

神社である。古くは伊
い

文
も

山
やま

牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

社
しゃ

と呼ばれていた。

　西尾の郷社で、歴代西尾城主をはじめ、一般町人の信

仰が厚く、江戸時代には18石5斗の朱印地を与えられて

いた。境内の東と北の崖は西尾城の外堀のあったところ

である。今は駐車場等になっているが、昭和30年頃まで

は蓮池で往時をしのばせていた。

1.歴史公園	 所要時間

2.尚古荘	 5分

3.康全寺 5分

4.天王門跡	 14分

5.伊文神社	 1分

6.妙満寺	 10分

7.追羽門跡 5分

8.盛巌寺	 7分

9.西尾市岩瀬文庫 5分

●駐車場	 歴史公園
西尾市岩瀬文庫

●休憩所	 歴史公園
西尾市岩瀬文庫

●トイレ	 歴史公園
尚古荘
井桁屋公園
伊文神社
西尾市岩瀬文庫

　大正15年、花の木耕地整理によって道路が整

備された時、みどり川沿いに桜の木が植えられ

た。現在、約250本が植わっており、毎年春に

は桜まつりが開かれる。また、コミュニティ広

場として整備され、市民の憩いの場となっている。
　城内の消費生活を支える日用品が商いされ

る商店街であった。昭和初年の道路拡幅で面

影は一新してしまったが、平井家付近に城下

町時代のたたずまいを残す。また、伊文神社

の祗園祭の練り物の一つ大名行列（市指定文

化財）が7月に催される。

　西尾城下で有力商人が軒をつらねる、本

町・中町・須田町・横町（幸町）・天王町・

肴町をいう。伊文神社の祗園祭の出し物も、

これらの町を中心に行われていた。

　もとは城内八幡宮六坊の一つ、「宝光坊」

といい、真言宗であったと伝えられる。重層

式の立派な山門は大正８年の建立。

　境内には市の天然記念物イブキと明治の殖

産指導者田中長嶺の墓がある。

　天王町から肴町へぬける小径である。順

海町の地名の由来は、唯法寺の和尚順海が

この道を開いたことによると伝えられる。

この通りは市内で一番城下町のたたずまい

が残っている。

　順海上人が寛永年中（1624〜44年）に

現在地に移した。明治期の住職占部観順は

真宗大学の学監（学長）を務め、多くの子

弟を教育した。

　中央通りの会生町へ入る辺りよりやや東

方にあり、本町、和泉町に通じた。今は当

時の面影はない。

　西尾城主本多康俊が、実父酒井忠次の追善の

ため、慶長 7 年（1602 年）に建立した。元和

3 年（1617 年）、康俊の近江国（滋賀県）膳
ぜ

所
ぜ

への転封に従って移

ったが、その子俊次

が再び西尾城主とな

ったので現在地に再

建した。本堂内の砥

石地蔵は産婦が祈願すれば安

産となると信じられている。

西尾藩士、若林喜惣兵衛の墓

があり、酒を供えれば子供の

夜泣きが治るといわれている。

　大給松平氏六代の家乗が、祖父と父の菩提を

弔うため、上
こうずけ

野国那波城（伊勢崎市）に在城の

折、同地に建立したのが始まりである。松平氏

の転封に伴い、美濃など各地に移転している。

明和元年（1764年）に11代乗祐が西尾藩主と

なった時、出羽（山形）から現在地に移った。

西尾藩主松平乗
のりやす

全の墓のほか日本で3番目に女

医となった高橋瑞
みず

子
こ

建立の碑がある。

　外観は二重櫓

だが、内部は三

階の望楼型。屋

根は入母屋造り

で本瓦葺きにな

っている。丑寅

櫓から天守台に

つづく土塀は約52m、高さは約2mで2ヶ所の

折れを持つ「屏風折れ」となっている。

（令和2年7月復元）

　13世紀前半の鎌倉時代、西尾の古い名称である吉良荘は足利（吉

良）氏に統治されるようになった。承久の乱の戦功により守護に任じら

れた足利義氏は長子長氏を地頭に配し、その拠点を西尾城付近としたと

伝えられる。応仁の乱以降、各地の城が築かれるなかで、現在地に規模の大きい城館が建てられた。

　永禄4年（1561年）、徳川家康の家臣酒井正
まさ

親
ちか

（政家）が入城し、天正13年（1585年）には家康

の命で西三河南部の拠点として城郭が拡張・整備され、田中吉政時代にさらに拡張された。江戸時代に

は、本多氏、松平氏、太田氏、井伊氏、増山氏、土井氏、三浦氏と城主が代わり、城下町の整備が進んだ。明和

元年（1764年）に大給松平氏が西尾藩主となると六万石の城下町として栄えた。明治5年（1872年）に廃城と

なり、建物はほとんど壊された。

平成8年に本丸丑寅櫓、鍮石門を再建し、26年には天守台、令和2年には二之丸丑寅櫓及び屏風折れの土塀が
完成した。西尾市の歴史と文化を体感できる施設として親しまれている。

　二之丸御殿への表門であり、間口約 9m、高

さ約 7m の楼門で、大手門、新門に次ぐ大き

さである。古図では玄関前門とか中柵門と書

かれ、大手門、新門を通過した次にくぐるこ

とから「中の柵の門」の意と考えられる。また

鍮石の文字から真鍮の飾りがあったのではな

いかとも考えられる。

（平成8年再建）

　京都の近衛邸内にあった建物の一部、書院

と茶室を移築した。

　摂家筆頭として左大臣を務めた公家の近衛

忠房邸に、夫人の縁で、島津家によって建て

られた。江戸末期の建物と推定される。

　書院は十畳の「一の間」と八畳の「二の間」

がある。通常の建物にくらべて柱は細く、長
なげし

押を用い

ず、簡素で落ちついた数寄屋造りである。

　茶室は六畳の茶室と「次の間」、畳廊下からなってい

る。手前座脇に床を構えた「亭主床」と呼ぶ特異な構

成で、 床
とこがまち

框 も高く、公

家の茶の湯にふさわしい

つくりとなっている。

（平成 7 年移築）

西尾市歴史公園〜西尾市岩瀬文庫コース

西尾市歴史公園〜鶴城公園コース
（約3.3km）
所要時間　約2時間30分

西尾駅起終点コース
（約5.5km）
所要時間　約3時間

西尾駅起終点コース

1.西尾駅 所要時間

2.みどり川桜並木 5分

3.天王門跡	 15分

4.伊文神社 1分

5.妙満寺	 7分

6.盛巌寺 7分

7.西尾市岩瀬文庫　 5分

8.鶴ケ崎天満宮	 11分

9.縁心寺	 3分

10.聖運寺 1分

11.歴史公園 15分

12.尚古荘	 5分

13.新門跡 1分

14.大手門跡 10分

15.唯法寺	 10分

16.丁田門跡 10分

17.西尾駅	 15分

●駐車場

●休憩所		西尾駅
西尾市岩瀬文庫
歴史公園

●トイレ	 西尾駅
伊文神社
西尾市岩瀬文庫
聖運寺
歴史公園

西尾
情報ガイド

交通の
ご案内

★もっと歴史を知りたい時は
●西尾市文化財課
西尾市岩瀬文庫内（亀沢町480）
T0563-56-2459
●西尾市資料館（錦城町229）
T0563-56-6191

★観光・ボランティアガイドに
ついて

●西尾観光案内所	
西尾コンベンションホール内
（花ノ木4丁目64）
T0563-57-7840

★観光のことなら
西尾市観光協会まで
T0563-57-7882

ホームページ

ご利用交通機関

★最新イベント・情報の検索は
●西尾市観光協会
https://nishiokanko.com
●西尾市
https://www.city.nishio.aichi.jp/

　編集・発行／西尾市観光文化振興課

2022.3　10,000

関東
より

東
京

関西
より

大
阪

豊
橋

蒲
郡

西

尾

名
古
屋

新
安
城

（名鉄）

（JR）

吉
良
吉
田

名
鉄
名
古
屋

東名高速道路

豊田I.C.

名鉄新安城駅

名
鉄
西
尾
線

知
多
半
島
道
路

名鉄本線

衣浦海底
トンネル

東岡崎駅

蒲郡駅

吉良吉田駅

西尾駅

国道23号線

豊橋駅

阿久比I.C.

半田I.C.

セントレア
碧南市

西尾市

知多半島三河湾
佐久島

渥美半島

蒲郡市

安城市

岡崎市

東海道
新幹線

三河安城駅
岡崎I.C.

西尾東I.C.

音羽蒲郡I.C.

名鉄蒲郡線

豊川I.C.

名古屋駅

247

23

城
下
町
歴
史
小
径
散
策
マ
ッ
プ

「西尾城郭図」　彦坂和男 蔵

西尾駅東広場駐車場（30分まで無料）
西尾駅南側立体駐車場（2時間まで無料）

市街地散策コース

西尾市歴史公園の鍮石門（右）と本丸丑寅櫓 西尾市歴史公園の鍮石門（右）と本丸丑寅櫓

《鉄道で》
●名鉄名古屋駅より吉良吉田行急行で約50分
●名鉄蒲郡駅より吉良吉田西尾方面行き約45分
●新幹線三河安城駅より車で約20分
《お車で》
●東名岡崎I.C.国道1号線より約45分
●東名豊田・音羽蒲郡各I.C.より約1時間
●名古屋より国道23号線知立バイパス経
由で約1時間
●知多半島道路阿久比・半田I.C.より約30分


